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1. は じ め に

西洋の壁紙や日本の小紋に見られるような繰り返し

のパターンは対称性を用いて，数学的にその規則性を

解釈することができる．同様に，日本の家紋等に代表

される紋の多くは回転等の対称性のある構造で成り

立っている2)．図 1に示すのはその一例である．しか

し，デザインへの利用価値の高いこれらの知識の実践

には数学的なセンスや知識が必要となり，敷居が高い

側面がある1)．本研究は，これらの対称性に着目し専

門の知識を必要とすることなく，直観的に繰り返し文

様の作図を行えるツールの提案を行う．

図 1 日本の繰り返し文様

2. インターフェース

本システムの概要を図 2に示す．ユーザはモチーフ

の編集，基本領域の編集を行うことができる．モチー

フの編集では，花弁/がくの枚数および中央のサイズ，

花弁/がくと中央の距離を入力できる．また，モチー
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フは２種類作ることができる．次に基本領域の編集に

ついて述べる．ユーザは敷き詰めの基本領域となる二

等辺三角形に線をひくことができ，その線に沿ってモ

チーフが配置される．線は基本領域の二等辺三角形を

２つに分割するような線をひくことができ，最大２本

までひくことができる．線に配置できるモチーフは，

編集したモチーフの２種類から選ぶことができる．ま

た，線に配置するモチーフのサイズと個数を変化させ

ることで様々なパターンを作ることができる．入力に

対して出力がインタラクティブであるため，ユーザは

入力結果をすぐに見ることができ，モチーフの編集と

基本領域の編集を繰り返し行っていくことで，自分が

作りたいパターンを直感的に作ることができる．

3. 実 装

3.1 モチーフ編集の実装

モチーフは日本の紋，特に植物紋を想定してあらか

じめ雛型を用意してある．ひな形は (1)中心 (2)花弁

(3)がくの三要素からなっている．図 3は雛型Ａ，雛

型Ｂである．

図 3 雛型Ａと雛型Ｂ

3.2 敷き詰めの実装

繰り返しモチーフを敷き詰めるために 17種類の対
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図 2 インターフェース

称性を用いる3)．これは，一つのモチーフに対して，

鏡映・回転・平行移動・滑り鏡映の操作を行って平面を

埋め尽くす手法である．この手法により，繰り返しの

基本となる領域一つを編集するだけで様々な繰り返し

パターンを作り出すことができる．本ツールでは，そ

の中でも特に鏡映操作の含まれている対称性を用いる．

3.2.1 線の編集の実装

基本領域となる二等辺三角形の辺上の任意の点に始

点と終点を設定し，それらを結ぶ直線状に指定した数

のモチーフを配置する．モチーフは数に依存して均等

に配置されるようになっている．次に，17 種類の対

称性を用いて3)線にも繰り返しパターンを適用させて

いる．

4. 結 果

図 4，図 5 は本ツールを用いて制作したものであ

る．図 1のように日本の伝統的な文様をつくれるほか，

図 5のような様々な独創的な文様も作れることを確認

した．

図 4 生成された繰り返し文様

5. まとめと考察

本研究では，対称性を基にモチーフとその敷き詰め

方を編集して繰り返しパターンを生成した．パターン

図 5 独創的な繰り返し文様

の生成の際には数学的な知識は必要とせず，パラメー

タをいくつか操作するだけで複雑な文様を作り出すこ

とができた．その中には，本手法の基となった日本の

古典文様とほぼ同じイメージで制作できたものもある．

今後の課題として，より表現の幅を広げるため利用す

る対称性を増やすこと，着色等のモチーフ編集の幅を

広げることが考えられる．
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